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（ラッキーセブン・ツー・ゴー）

平成17年10月1日 国勢調査725人
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平成19年5月1日現在
人口：715人
（男：331人　女：384人）
世帯数：370世帯
65歳以上人口比率：41.82％

知夫里島の観光の幕開けを告げる行事として、仁夫里浜公園において野大根祭り
が開催されました。当日は、大山寺の住職を招いての赤ハゲ山での牛馬祈願祭と
隠岐島畜産共進会知夫村予選が同時に行われ、餅拾い、小学生の踊りをはじめと
しての演芸に村民一同春の一日を満喫しました。

野大根祭り
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島
を
つ
く
る

第
一
に
「
島
を
つ
く
る
」
た
め
の
生
活

基
盤
の
整
備
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
森
林

の
回
復
は
、
島
前
森
林
復
興
公
社
事
業

費
、
六
、
〇
六
三
千
円
、
村
負
担
金
、
一
、

五
七
六
千
円
で
、
棚
畑
地
区
の
新
植
、
二
・

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
実
施
し
、
森
林
の
回
復

に
努
め
る
と
共
に
、
離
島
漁
業
再
生
支

援
交
付
金
に
よ
り
、
浅
島
、
渡
津
島
ヘ

マ
ツ
ク
イ
ム
シ
抵
抗
松
の
植
林
と
、
畜
産

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
牧
野
へ
の
牛
馬

の
日
陰
松
の
植
林
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

下
水
道
整
備
は
、
完
了
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
各
戸
の
繋
ぎ
込
み
を
促
進
し

ま
す
。

居
住
環
境
の
整
備
は
、
仁
夫
ア
パ
ー

ト
の
各
戸
の
風
呂
、
台
所
、
洗
面
所
の

ガ
ス
給
湯
器

と
火
災
報
知

器
の
整
備
を
、

予
算
計
上
額

四
九
、
二
〇

八
千
円
、
内

補
助
金
二
三
、

二
七
四
千
円
、

地
方
債
二
三
、

二
〇
〇
千
円

で
整
備
し
、
安
全
安
心
で
快
適
な
生
活

を
提
供
い
た
し
ま
す
。

交
通
機
能
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
道

路
維
持
環
境
整
備
、
三
、
二
〇
〇
千
円
、

県
道
知
夫
島
線
の
県
単
舗
装
整
備
、
八
、

〇
〇
〇
千
円
、
内
村
負
担
、
一
、
二
〇

〇
千
円
を
、
例
年
通
り
予
算
計
上
実
施

す
る
と
共
に
、
村
道
長
尾
線
太
陽
橋
の

橋
脚
を
事
業
費
七
五
、
四
三
一
千
円
、

国
補
助
金
四
五
、
〇
〇
〇
千
円
、
地
方

債
三
〇
、
四
〇
〇
千
円
に
て
改
修
い
た

し
ま
す
。

島
を
の
ば
す

第
二
の
「
島
を
の
ば
す
」
た
め
の
産

業
基
盤
の
整
備
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
水

産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年

度
よ
り
継
続
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す

離
島
漁
業
再
生
支
援
事
業
は
、
平
成
十

九
年
度
も
引
き
続
き
、
一
〇
、
〇
五
四
千

円
の
予
算
を
計
上
し
、
水
産
加
工
品
製

造
、
藻
場
の
回
復
、
海
岸
清
掃
、
植
林
等
、

漁
業
集
落
会
員
に
最
終
的
な
事
業
計
画

を
検
討
し
て
も
ら
い
、
水
産
業
の
振
興

と
島
外
市
場
の
開
拓
を
図
り
ま
す
。

畜
産
業
の
振
興
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

平
成
十
七
年
度
よ
り
実
施
い
た
し
ま
し

た
飼
料
基

盤
活
用
促

進
事
業
が

二
ヶ
年
事

業
の
た
め
、

十
八
年
度

で
終
了
し
、

共
同
放
牧

場
機
能
ア

ッ
プ
事
業

も
同
様
十

八
年
度
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
農
地
、
水
、
環
境
保
全
向
上
対

策
事
業
交
付
金
一
、三
一
二
千
円
に
よ
り
、

草
地
の
維
持
管
理
と
共
に
、
平
成
二
十

年
度
か
ら
の
三
ヶ
年
の
農
業
振
興
公
社

事
業
、
畜
産
公
共
事
業
の
調
査
、
研
究

を
行
い
、
放
牧
環
境
の
整
備
と
畜
産
農

家
の
省
力
化
に
努
め
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
知
夫

村
観
光
協
会
へ
の
補
助
金
、
三
、
五
九

〇
千
円
が
主
な
予
算
計
上
で
す
が
、
昨

年
九
月
に
商
工
観
光
課
を
設
置
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
て
、
年
間
を
通
じ
て
、
旅

行
業
者
や
関
係
団
体
と
の
連
絡
を
密
に

し
、
ス
ポ
ー
ツ
、
民
謡
等
の
宿
泊
交
流
会
、

他
い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
実
施
し
て
好
評
で
し
た
浅

島
海
遊
び
企
画
を
、
今
年
は
旅
行
業
者

に
集
客
を
依
頼
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

畜
産
農
家
主
催
の
畜
産
祭
り
に
協
賛

し
、
大
山
寺
住
職
に
よ
る
ア
カ
ハ
ゲ
山

大
山
さ
ん
畜
産
祈
願
祭
と
、
仁
夫
里
浜

公
園
に
て
の
餅
撒
き
他
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

広
島
で

の
島
根
ふ
る

さ
と
フ
ェ
ア

や
知
夫
里
島

フ
ェ
ア
へ
の

出
展
等
、
第

三
セ
ク
タ
ー

と
共
に
、
村

独
自
の
ど
っ

さ
り
料
理
を
観
光
の
核
と
し
て
宣
伝
に

努
め
る
ほ
か
、
島
根
県
も
隠
岐
四
町
村

も
観
光
を
中
心
に
振
興
を
は
か
る
方
針

で
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
等
に

積
極
的
に
参
加
を
し
、
隠
岐
全
体
の
観

光
振
興
に
寄
与
し
、
地
理
的
に
不
利
な

面
も
考
慮
し
て
戴
き
な
が
ら
、
村
の
観

光
振
興
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。定

住
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
窓
口

を
商
工
観
光
課
に
置
き
、
広
報
等
を
と

お
し
て
、
本
当
に
知
夫
に
定
住
す
る
意

思
が
あ
る
の
か
、
定
住
す
る
た
め
に
何

が
必
要
か
等
を
、
個
々
に
申
込
み
を
受

付
け
て
、
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

人
を
い
か
す

第
三
の
「
人
を
い
か
す
」
た
め
の
文

化
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
外
国
人

語
学
指
導
助
手
の
配
置
等
、
十
八
年
度

同
様
学
校
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

又
、
広
報
「
ち
ぶ
」
を
年
三
回
発
行

す
る
と
共
に
、
各
地
の
知
夫
人
会
に
出

席
し
、
出
郷
者
と
の
交
流
を
深
め
、
観

光
客
誘
致
や
定
住
促
進
等
、
村
の
振
興

の
た
め
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

人
を
ま
も
る

第
四
の
「
人
を
ま
も
る
」
た
め
の
安

全
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
医

療
の
問
題
で
す
が
、
懸
案
で
あ
り
ま
し

た
、
知
夫
村
内
科
診
療
所
を
三
月
末
で

離
任
さ
れ
る
柿
木
医
師
の
後
任
は
、
島

前
病
院
の
白
石
院
長
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

島
前
病
院
の
横
田
医
師
の
派
遣
駐
在
が

決
定
し
、
柿
木
先
生
同
様
の
診
療
体
制

と
な
り
ま
し
た
が
、
臨
時
医
師
不
足
に

よ
り
、
当
分
の
あ
い
だ
木
曜
日
の
小
児

科
診
療
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

歯
科
診
療
所
の
山
住
医
師
と
の
二
年

間
の
契
約
が
、
三
月
末
で
終
了
す
る
こ

と
に
伴
い
、

後
任
医
師
の

派
遣
を
、
鳥

取
大
学
医
学

部
歯
科
口
腔

外
科
の
領
家

教
授
に
依
頼

し
、
十
九
年

四
月
一
日
か

ら
二
十
年
九

月
三
十
日
ま

で
、
女
性
歯
科
医
師
の
派
遣
の
了
解
を

得
て
お
り
、
契
約
の
段
階
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

防
災
機
能
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
今

議
会
に
上
程
い
た
し
ま
す
、
知
夫
村
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定

の
ほ
か
、
島
前
三
町
村
合
同
の
、
島
根

県
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
が
、
日

時
、
場
所
等
は
決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

行
財
政
運
営

第
五
の
「
行
財
政
運
営
」
は
、
平
成

十
八
年
九
月
補
正
後
に
作
成
し
、
既
に

皆
様
に
も
公
表
し
て
お
り
ま
す
、
平
成

十
七
年
度
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
の
「
中

期
財
政
計
画
」
に
よ
り
、
国
の
地
方
財

政
計
画
の
地
方
交
付
税
情
報
を
的
確
に

判
断
し
、
そ
の
都
度
、
数
値
の
見
直
し

を
行
い
、
二
十
二
年
度
末
の
基
金
残
高

を
、
約
三
〇
、
五
三
一
千
円
程
度
と
推
計

し
て
お
り
ま
す
が
、
冒
頭
に
申
し
あ
げ

ま
し
た
と
お
り
、
平
成
二
十
三
年
度
以

降
の
行
財
政
運
営
は
か
な
り
厳
し
い
も

の
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
十
八
年
三

月
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
、
十
七
年
度

か
ら
二
十
一
年
度
ま
で
の
「
知
夫
村
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
、
徹
底
し
た
経

費
の
節
減
と
効
率
化
を
図
り
、
財
政
健

全
化
の
取
組
み
を
実
施
し
、
広
報
等
い

ろ
い
ろ
な
機
会
に
財
政
状
況
を
公
表
し

な
が
ら
、「
活
力
あ
る
住
み
よ
い
郷
土
・

知
夫
村
」
の
単
独
村
政
の
存
続
を
図
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

村
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
任
期
四
年
の
う
ち
二
年
四
ヶ

月
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
ご
協
力
に
際
し
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
十
三
年
三
月
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
、
第
四
次
知
夫
村

総
合
振
興
計
画
「
活
力
あ
る
す
み
良
い
郷
土
・
知
夫
村
」
の
十
年
計
画
も
七
年
目

を
迎
え
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
計
画
が
実
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
十
九
年
度

も
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
村
政
を
執
行
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
理
解
、

ご
協
力
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

知
夫
村
長　

影

原

正

美

平
成
十
九
年
度

施
政
方
針
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顴
田　

博
史　
59
歳
（
3
）【
議　

長
】

一
、
漁
業
、
畜
産
、

観
光
の
育
成
、
発
展
を

重
点
施
策
と
す
る
こ

と
で
雇
用
の
場
を
創
出

し
、
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
を
か
け
ま
す
。

二
、
団
塊
の
世
代
を
は
じ
め
と
し
た
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
者
へ
の
定
住
施
策
に
力
を
入
れ

ま
す
。
三
、
交
通
事
故
、
災
害
の
な
い
安

心
で
安
全
な
村
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

 井
尻　

義
教　
57
歳
（
2
）【
副
議
長
】

一
期
四
年
間
の
議
会

活
動
を
通
し
、
医
療
、

福
祉
、
教
育
の
充
実
は

も
と
よ
り
、
知
夫
村
の

基
盤
産
業
で
あ
る
漁
業
、
畜
産
、
観
光
等

の
各
種
政
策
に
つ
い
て
再
度
見
直
す
必
要

が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
、
森
林
の

整
備
に
つ
い
て
、
松
く
い
虫
の
被
害
に
よ

り
知
夫
村
の
島
全
体
の
景
観
が
失
わ
れ
て

い
る
こ
と
よ
り
、
植
林
等
を
行
い
島
の
景

観
と
栄
養
分
豊
か
な
海
づ
く
り
、
災
害
に

強
い
郷
土
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
二
、
ふ

る
さ
と
運
動
に
つ
い
て
、
村
の
人
口
の
最

盛
期
二
千
五
百
人
か
ら
七
百
人
弱
の
人
口

に
な
っ
て
い
る
こ
と
よ
り
田
舎
の
人
情
味

豊
か
な
人
、
味
覚
、
美
し
い
景
観
を
資
源

に
観
光
産
業
と
定
住
政
策
を
促
進
し
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
ま
す
。「
わ
が

と
こ
」
の
発
展
の
た
め
に
一
生
懸
命
頑
張

り
ま
す
。

高
田　
　

武　
76
歳
（
6
）

一
、
知
夫
村
の
自
立

を
守
り
、
村
予
算
の
効

率
化
等
に
よ
り
、
財
政

の
健
全
化
を
図
り
、
住

ん
で
良
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
村
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。
二
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
に
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

へ
の
定
住
対
策
を
推
進
し
ま
す
。
三
、
漁

業
、
畜
産
、
観
光
等
の
産
業
振
興
や
特
産

品
づ
く
り
等
に
よ
り
村
の
活
性
化
を
目
指

し
ま
す
。
四
、
招
福
苑
事
業
の
充
実
強
化
、

な
ご
み
の
里
へ
の
支
援
、
在
宅
福
祉
の
推

進
等
に
よ
り
高
齢
者
の
安
心
し
て
住
め
る

村
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
五
、
次
の
世

代
の
担
い
手
育
成
を
目
指
し
、
故
郷
教
育

の
更
な
る
充
実
を
推
進
し
ま
す
。
六
、
村

民
の
要
望
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
積
極
的

で
価
値
あ
る
議
会
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

 並
河　

睦
夫　
60
歳
（
3
）

こ
れ
ま
で
二
期
の
議

会
活
動
で
、
私
自
身
は

内
航
船
問
題
に
取
り
組

み
運
行
航
路
の
充
実
、

運
行
時
間
の
見
直
し
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
問
題
の
多
い
航
路
で

す
の
で
、
今
後
も
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
問
題
と
あ
わ
せ
て
観
光
振
興
に
も
努
め

ま
す
。

仲
野　

昭
男　
58
歳
（
3
）

平
成
十
一
年
四
月
当

選
以
来
、
平
成
の
大
合

併
を
乗
り
切
り
、
一
島

一
村
の
単
独
村
政
を
選

択
し
た
わ
け
で
す
が
、
国
の
歳
出
削
減
に

よ
り
、
財
政
運
営
は
一
段
と
厳
し
く
村
民

の
皆
様
の
負
担
は
増
す
ば
か
り
で
す
。
こ

の
局
面
を
乗
り
超
え
る
為
、
村
執
行
部
、

議
会
、
村
民
が
一
致
団
結
し
、
日
本
海
の

美
し
い
島
の
自
然
を
守
り
、
知
夫
村
の
発

展
に
力
を
尽
く
す
た
め
、
第
一
に
産
業
振

興
、
第
二
に
定
住
対
策
、
第
三
に
環
境
整

備
を
三
期
目
の
目
標
に
掲
げ
て
尽
力
し
ま

す
。

嘉
見　

壽
徳　
71
歳
（
2
）

無
投
票
当
選
に
責
任

の
重
大
さ
を
感
じ
、
二

期
目
の
重
点
目
標
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

一
、
島
根
県
唯
一
の
村
を
全
面
的
に
押

し
出
し
て
、
観
光
並
び
に
定
住
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
第
一
次
産
業
で
あ

る
水
産
業
、
畜
産
振
興
の
発
展
を
図
り
ま

す
。
二
、
村
財
政
が
破
綻
寸
前
な
現
在
、

村
当
局
と
議
会
が
一
体
と
な
り
知
恵
を
出

し
合
い
村
民
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
に
努

め
ま
す
。
三
、
村
民
の
声
を
聞
き
行
政
に

反
映
を
し
ま
す
。

並
河　

広
忠　
50
歳
（
2
）

議
員
と
し
て
二
期
目

に
入
り
ま
し
た
が
、
四

年
前
も
今
も
村
の
財
政

は
逼
迫
し
て
お
り
、
な

ん
ら
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し

で
も
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、
産
業
振

興
に
よ
る
牛
の
増
頭
、
観
光
客
の
動
員
、

定
住
に
よ
る
人
口
増
等
を
考
え
な
が
ら
今

後
の
議
会
活
動
に
望
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

口
村　

善
澄　
41
歳
（
2
）　

二
期
目
に
あ
た
り
、

微
力
な
が
ら
知
夫
村
の

発
展
の
た
め
に
頑
張
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
へ
の
定
住
対
策

を
推
進
し
ま
す
。
二
、
離
島
漁
業
再
生
支

援
事
業
等
の
補
助
金
の
有
効
活
用
を
目
指

し
ま
す
。

三
、
公
共

料
金
の
抑

制
、
見
直

し
を
図
っ

て
ま
い
り

ま
す
。

乕敷　奈保美
「知夫のいいところ」
知夫のいいところは、海や山などの自然が

いっぱいあって、みんなが優しい所です。ほ
かにもいっぱいあってきりがありません。私
はそんな知夫村に生まれてきて良かったと思

っています。
ですが知夫の子は中学校を卒業して高校に進学するとなる

とほかの島の学校へ船で通うか知夫を離れなければなりませ
ん。それは悲しいことですが、離れることによってちがう角
度から知夫のことを見られると思います。私も知夫を離れる
ときが来ると思うので、その時はちがう角度から知夫を見て
新しく知夫のいいところを見つけたいと思います。
そして新しく見つけた知夫のいいところをたくさんの人に
伝えたいと思います。

乕福山　雄士
「知夫への思い」
僕は、今まで15年間、

知夫で過ごしていまし
たが、中学卒業と同時
に知夫を離れなくては

なりません。
今まで知夫の伝統的な行事やすごく

めぐまれた環境で過ごして来て、知夫
のたくさんの独特な風習または習慣が
身についていてりっぱな知夫里人らし
くなれたと思います。
これからは、親元を離れどこでどうな
るかもわかりませんが、最終的には知
夫に戻ってきたいと思っています。そ
の時も今とかわらず村民一人一人が村
の事を考える知夫であってほしいです。
また、僕の大好きな釣りなどでお世
話になった豊かな自然を保ち続けてい
る知夫であってほしいです。

乕田上　　優
「自分のふるさと」
私は、自分が生まれ育った、この知夫村が

大好きです。
知夫での思い出で、まっさきに頭にうかんだ

のが、夏の知夫村の事です。
夏になれば、沢山の人が知夫に帰ってきます。私は、夏の

あのにぎやかさが大好きです。渡津に行けば、沢山の人たち
が泳いでいるし、夜になれば、花火を楽しみます。この風景
がこれから先何十年もつづけばいいなあと思います。
また、知夫は自然にとてもめぐまれていると思います。
こんなにすばらしい自然に囲まれている所はとてもめずら

しいと思うので、これら先もずっとこの自然を保ってほしい
です。

乕村尾　航司
「知夫の思い出」
僕の知夫村での思い出は、地域の行事です。

アザミ掘りや蛇巻きなど、他の学校とはちが
う体験ができたことがとても思い出に残って
います。ほかにもお大師参りや皆一太鼓など

も思い出に残っています。また僕は、このような思い出がた
くさんある知夫が大好きです。
知夫村で僕が好きなところは、すぐ近くに海や山があり自
然がとてもきれいなことと、地域の方などとても優しいとい
うところです。なぜかというと、海や山はよく遊びに行って
いましたし、地域の人たちにはとてもお世話になったからで
す。またこの二つがなければ、今の僕はいないと思います。
最後に将来知夫は、あまり変わらず今のままであってほし

いです。僕たちが帰ったときに思い出の場所が残っていてほ
しいので、あまり変わってほしくないです。

乕柿木　知足
「知夫らしさ」
知夫での思い出は、海の幸、山の幸を採っ

たり食べたり、きれいな海で泳いだり、山の
中を散歩したりなど、自然の中で生活できた
ことが一番の思い出です。

知夫の好きな場所はアカハゲ山で、360度、島前を見わた
せてとてもきれいなので好きです。
僕は将来どんな知夫になっていてほしいかというと、今のま

んまの自然に囲まれたきれいな知夫のままがいいです。
なぜかというと、知夫らしさというのは、海がきれい、森
がきれい、空気がきれいということだと思うからです。
きれいで、美しく、自然のあふれている知夫のままであり
ますように。

知夫中学校
平成18年度 卒業生

卒業生から
ふるさとへ
卒業生から
ふるさとへ

役場において、大前松男選挙管理委員長
より、当選された議員に当選証書が附与
されました

夢ある島・
美しき人の住む島
─村づくりの起爆剤としての
　　　　議会活動をめざして─
平成19年 4 月29日の議員任期満了に伴い、
無投票当選を果たした議員の皆様に、村へ
の抱負、展望を語っていただきました。
　　　　　　　　　　　　　　※（　）当選回数
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ご
っ
つ
お
う
を
よ
ば
れ
に
各
地
区
を
回
り
ま
し
た

5月7日
ち
ぶ
の

お
だ
い
�
さ
ん
参
り

「
お
大
師
参
り
」
は
、
弘
法
大
師
（
空

海
）
の
命
日
の
旧
暦
の
三
月
二
十
一

日
を
縁
日
と
し
、
島
内
の
神
社
、
寺

堂
、
地
蔵
尊
を
巡
拝
す
る
風
習
で
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
村
民
こ
ぞ
っ
て

お
参
り
す
る
日
で
す
。
有
名
な
四
国

四
十
八
ヵ
所
の
小
豆
島
の
霊
場
は
、

そ
の
代
表
的
な
も
の
で
す
が
、
知

夫
村
の
「
お
大
師
参
り
」
は
そ
の
ミ

ニ
チ
ュ
ア
版
と
も
い
う
べ
き
も
の
で

す
。
昔
の
巡
礼
の
道
順
は
、
必
ず
右

回
り
と
い
っ
て
、
自
分
の
所
在
地
か

ら
島
を
右
回
り
に
お
参
り
す
る
決
ま

り
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
車
で

後
戻
り
し
た
り
、
こ
の
決
ま
り
ご
と

は
廃
れ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
日
一
日
は
、
各
地
区
を
の
ん
び

り
と
回
り
、
お
さ
い
銭
を
あ
げ
て
、

ご
婦
人
の
方
が
用
意
さ
れ
た
美
味
し

い
料
理
を
堪
能
し
、
至
福
の
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

右回りコース

仁夫からはじめ、
昔の旧道を利用した場合

仁夫〜古海〜来居〜

大峰〜薄毛〜多沢

　　　　〜郡〜大江

島全体の線と点線…昔
太線…現在
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来
居
地
区
に
あ
る
お
堂
は
、
後
醍

醐
天
皇
が
知
夫
里
島
に
滞
在
し
た
時

の
元
願
成
寺
に
あ
っ
た
仁
王
門
の
一

部
を
活
用
し
て
建
て
ら
れ
た
建
物
で
、

古
く
な
っ
て
維
持
困
難
な
状
態
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
地
区
住
民
の
総

意
で
建
築
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。

◆
◆

平
成
十
八
年
に
来
居
区
長
に
向
濱

樽
幸
が
就
任
。
懸
案
の
お
堂
建
立
の

事
業
も
引
き
継
い
だ
。

詳
細
を
検
討
し
た
が
、
総
数
二
十

戸
で
細
々
と
積
み
立
て
て
い
る
資
金

で
は
、
早
急
な
建
立
実
現
は
困
難
な

状
況
と
思
わ
れ
た
。
一
方
年
配
者
の

多
い
現
状
の
中
、
一
日
も
早
い
建
立

を
実
現
し
た
い
状
況
に
樽
幸
は
頭
を

抱
え
た
。
な
ん
と
か
し
た
い
、
何
か

方
法
は
な
い
か
、
考
え
続
け
た
。

降
っ
て
湧
い
た
よ
う
な
朗
報
が
入

っ
た
。
知
夫
村
の
『
元
気
な
集
落
づ

く
り
活
性
化
事
業
補
助
金
』
支
給
の

通
達
が
あ
っ
た
。

お
金
が
ほ
し
い
、
補
助
金
申
請
を

し
た
。役
場
か
ら
の
ご
配
慮
も
あ
り
、

九
十
三
万
円
の
補
助
金
支
給
が
確
保

で
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
年
度
内

事
業
の
た
め
に
後
に
は
引
け
な
く
な

っ
た
。

地
区
の
集
会
に
年
度
内
に
実
行
す

る
事
を
提
案
し
た
。
資
金
の
裏
付
け

の
な
い
見
切
り
発
車
的
な
提
案
で
は

あ
っ
た
が
、
区
会
で
承
認
さ
れ
た
。

早
速
お
堂
建
立
実
行
世
話
人
会

（
福
山
国
雄
会
長
以
下
七
名
）
が
設

立
さ
れ
、
実
現
に
向
け
て
の
討
議
が

繰
り
返
し
行
わ
れ
た
。

区
長
兼
任
で
事
務
局
実
務
を
担
当

し
た
樽
幸
は
、
資
金
不
足
に
悩
ん
で

い
た
。
妻
の
和
枝
が
言
っ
た
。

「
お
と
う
さ
ん
、
私
た
ち
旧
婦
人

会
（
そ
よ
か
ぜ
会
）
の
貯
金
を
お
堂

に
寄
付
す
る
事
に
な
っ
た
よ
。」

そ
よ
か
ぜ
会
の
会
長
さ
ん
が
持
っ

て
き
た
お
金
に
驚
い
た
。
七
十
七
万

円
、
歴
代
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
電
気

代
の
集
金
手
数
料
等
を
こ
つ
こ
つ
と

貯
え
て
い
た
。
女
性
の
堅
実
さ
と
偉

大
さ
に
敬
意
を
感
じ
る
と
共
に
、
お

堂
建
立
の
実
現
に
光
明
が
見
え
た
思

い
が
し
た
。

建
造
物
の
仕
様
設
計
と
資
金
計
画

を
立
て
た
。
費
用
は
最
少
限
度
に
抑

え
る
、
装
備
品
は
旧
品
の
再
使
用
を

し
、
自
分
た
ち
で
出
来
る
事
は
賦
役

作
業
で
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
建
築

費
用
総
額
は
四
百
六
十
万
円
に
な
っ

た
。一

方
、資
金
は
建
立
資
金
積
立
金
、

区
会
及
び
盆
踊
り
会
計
か
ら
の
転

用
、
集
落
活
性
化
補
助
金
及
び
そ
よ

か
ぜ
会
の
寄
付
金
の
総
計
で
四
百
万

円
、
雑
費
費
用
を
加
え
る
と
最
小
限

度
で
七
〜
八
十
万
円
の
資
金
不
足
、

さ
ら
に
は
上
下
水
道
管
の
布
設
工
事

が
自
分
た
ち
の
賦
作
業
で
出
来
る
の

か
に
も
疑
問
が
あ
っ
た
。

悩
み
考
え
た
末
の
結
論
は
、
以
前

に
も
話
題
に
な
っ
た
来
居
出
身
出
郷

者
へ
の
寄
付
依
頼
、
来
居
の
お
堂
は

昔
か
ら
み
ん
な
が
お
堂
の
内
で
も
外

で
も
遊
び
育
っ
た
思
い
出
の
深
い
も

の
。
助
け
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い

か
。
世
話
人
会
に
諮
り
出
郷
者
と
地

区
内
在
住
業
者
及
び
新
規
住
民
の
皆

さ
ん
に
ご
寄
付
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

樽
幸
は
和
枝
の
助
け
を
借
り
て
世

話
人
会
の
会
長
の
承
認
を
受
け
な
が

ら
寄
付
金
依
頼
の
文
書
を
発
送
し
、

島
内
は
歩
い
て
お
願
い
に
回
っ
た
。

最
初
は
寄
付
の
頼
み
は
申
し
訳
な
く

気
が
引
け
た
が
、
目
標
の
建
設
費
を

考
え
、
勇
気
を
振
り
絞
り
問
い
合
わ

せ
の
電
話
に
お
願
い
す
る
声
に
力
を

込
め
た
。

当
初
寄
付
が
集
ま
る
か
ど
う
か
心

配
を
し
て
い
た
が
、
早
速
に
大
口
の

振
り
込
み
が
続
々
と
入
っ
て
き
た
。

一
ヵ
月
足
ら
ず
で
最
初
の
目
標
額
を

達
成
で
き
た
。
不
安
だ
っ
た
心
も
、

い
つ
し
か
目
標
達
成
に
汗
を
流
す

日
々
に
点
が
線
に
な
る
よ
う
に
お
堂

建
設
完
成
が
確
信
の
も
て
る
も
の
と

な
っ
た
。

ま
た
、
隣
地
を
地
主
さ
ん
の
ご
厚

意
で
お
堂
に
使
う
こ
と
な
ら
と
安
い

価
格
で
来
居
区
に
譲
っ
て
頂
い
た
。

寄
付
金
は
予
想
を
は
る
か
に
越
え

て
、
八
月
末
の
振
り
替
え
締
切
日
に

は
上
下
水
道
工
事
費
も
賄
え
る
金
額

に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
地
元
有
志
の

寄
付
金
が
続
き
、
崖
の
掘
削
整
地
、

ス
ロ
ー
プ
通
路
の
整
備
費
用
も
確
保

で
き
た
。
樽
幸
は
温
か
い
ご
支
援
と

ご
厚
情
に
唯
々
感
動
を
し
感
謝
し
た
。

お
堂
に
は
口
村
大
工
さ
ん
に
ご
苦

労
を
し
て
頂
い
て
、
旧
仁
王
門
の
獅

子
の
彫
刻
及
び
天
井
絵
の
再
使
用
し

保
存
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

賦
役
作
業
の
解
体
工
事
、
建
前
側

組
は
地
区
の
皆
が
集
ま
り
共
同
作
業

で
行
っ
た
。
奥
谷
盛
夫
（
93
）、
山

本
千
松
（
92
）
も
元
気
に
姿
を
見
せ

て
手
伝
い
を
し
た
。
若
手
年
寄
の
小

松
操
、脇
坂
才
太
郎
は
悪
天
候
の
中
、

連
日
材
木
運
び
や
瓦
運
び
に
頑
張
っ

て
い
た
。

地
元
に
い
る
人
、
出
て
い
る
人
、

全
て
の
人
々
の
熱
意
と
協
力
が
一
致

集
結
し
て
小
さ
い
な
が
ら
も
皆
の
気

持
ち
が
こ
も
り
誇
ら
し
く
見
え
る
来

居
の
お
堂
が
完
成
し
た
。

「
今
や
ら
な
け
れ
ば
積
み
立
て
を

し
た
お
年
寄
り
の
方
は
新
築
し
た
お

堂
を
見
ら
れ
な
く
な
る
。
や
る
な
ら

今
だ
！
」

樽
幸
の
一
途
な
思
い
が
お
堂
建
設

と
な
り
他
の
地
区
の
地
域
づ
く
り
の

指
針
と
な
っ
た
。

…
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
エ
ッ
ク
ス　

◆
◆

地
域
づ
く
り
の
手
本
と
な
る
来
居

地
区
の
今
回
の
取
り
組
み
、
来
居
地

区
、
出
郷
者
の
皆
様
大
変
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。

元願成寺仁王門天井絵元願成寺仁王門の獅子の彫刻

Xプロジェクト──夢ある地域づくりを目指して

知恵出せ、汗出せ、
やる気出せ!!

来居お堂建立世話人会
　　来居区長　向濱　樽幸

来居お堂再建

お
大
師
参
り
で
賑
わ
う
来
居
お
堂

向濱ご夫妻
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畜
産
業
で
は
、飼
料
基
盤
、

放
牧
場
機
能
ア
ッ
プ
事
業
等

を
活
用
し
て
西
牧
、
居
島
牧

の
放
牧
場
の
基
盤
整
備
や
島

根
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
活
用
し
て
の
東
牧
の
雑
木

刈
払
い
等
を
実
施
し
て
畜
産

農
家
の
方
の
放
牧
環
境
の
整

備
に
努
め
て
い
ま
す
。

本
村
の
牛
は
、
島
根
県
畜

産
共
進
会
へ
、
隠
岐
代
表
と

し
て
四
年
連
続
出
場
し
、
優

良
牛
と
し
て
県
下
に
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

この季節、ホテルでは海のミルク
「イワガキ」をお客さんに堪能して
いただいています。
（ホテル調理長　長畑一裕さん）

例年4月から出荷される、
とれたてのイワガキ加工に大忙し。

わずかのフェリー着岸
時に牛の積み込みを行
います。

海
岸
清
掃

すっかり定着した「ヨコワ漁」。生きたヨコワ
を保管する生けす整備。

「経済なき所、人住まず」といわれる中、村では従来の基盤産
業である水産、畜産業の育成に創意工夫を加えて産業づくり
に力を注いでいます。

水
産
業
で
は
、
離
島

漁
業
再
生
支
援
事
業
の

活
用
を
利
用
し
て
「
ヨ

コ
ワ
漁
」、「
イ
ワ
ガ
キ
」

生
産
支
援
や
、
近
年
の

海
の
汚
染
防
止
の
た
め

に
島
内
で
の
松
の
植
樹

も
行
っ
て
い
ま
す
。

イ
ワ
ガ
キ
滅
菌
処
理
施
設
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
食
中
毒
も
な
く
安
心
で
き

る
イ
ワ
ガ
キ
を
消
費
者
に
提
供
し
て

い
ま
す
。

島根大学雑木刈ボランティア
フ
ェ
リ
ー
に
て
本
土
に
旅
立
つ
隠
岐
牛

（
ブ
ラ
ン
ド
名
「
潮
凪
牛
」）

水
産
業
に
お
い
て
海
と
森
と

は
一
体
の
も
の
。
豊
か
な
海

作
り
の
た
め
に
浅
島
を
は
じ

め
島
内
に
抵
抗
松
を
植
樹
。

三
月
牛
市
場
に
他
県
か
ら
の
飼
育
業
者

の
方
も
牛
購
入
に
沢
山
来
ら
れ
ま
し
た
。
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知夫里島

イベント情報
知夫里島

イベント情報
　伝統文化は、地域の歴史が育んだ独創性があります。知

夫里島は、全国に珍しい伝統行事の継承や数多くの文化財、

トウテイランをはじめとする自然が手つかずに残された魅

力ある島です。独特の時を超えた時間の共有をお楽しみ下

さい。

牛の海泳ぎ／4月1日～9月30日
気持ちよさそ～！
牛が海を泳ぎます。
10名様まで1万円、1名様
増につき1,000円プラス
知夫里島観光協会
☎（08514）8-2272

蛇巻き／11月28日
毎年、村内 7地区で行わ
れる行事で、早朝から用意
した藁で蛇を編んで、荒神
さんの木に巻きつけます。
年最後の無病息災を願う
素朴な行事です。

お大師さん参り／5月7日（旧暦3月21日）
四国88箇所参りの知夫版、
弘法大師の命日を縁日と
して、古くから行われて
いる行事で、村内のお堂、
地蔵尊をお参りすると、各
地区のご婦人方の「ごっ
つおう」が堪能できます。

とって隠岐スリーデーウォーク
／6月2・3・4日

毎年開催されているウォ
ーキング大会。
知夫の雄大な自然の中に
溶け込んでさわやかな汗
を流してみてはいかがで
すか。

サザエのつかみ取り／8月4日
腹いっぱいの海幸が待っ
ています。夏は、家族そろ
ってちぶり島へ
◇参加料　大人3,000円
　　　　　子供2,000円

知夫里島観光協会
☎（08514）8-2272

のんびり隠岐で海遊び
／7月15日～8月27日 の～びりと、無人島!　青

い空、蒼い海でサザエ取
りや、海辺の釜飯（サザエ
入り）を体験してみては
如何ですか。
詳しくは
㈱ハローツーリスト
☎（0859）32-8600

知夫里島花火大会／8月14日
知夫湾内で打ち上げられ
る花火は、間近で見られる
ことから帰省客の方にも
楽しんでいただいていま
す。盛大な爆発音は、貴方
に大きな感動を与えてく
れます。

皆一踊り太鼓／9月25日（旧暦8月15日）
隠岐の島町の国分寺の蓮
華会舞、西ノ島町美田の十
方拝礼と隠岐の3大舞と
して名高く、扇子1本をも
ってゆったりと踊る鎌倉時
代から続いている古典的な
素朴な踊りです。

バレーボール・フェスティバル
／10月中旬～11月後半の土日開催

知夫里島のバレー好きの
若者が集まり、バレーを通
じて島で酒を酌み交わし、
夜が更けるまで語らい交
流します。
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村
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
招
福
苑

の
管
理
・
経
営
が
任
さ
れ
一
年
が
経

過
い
た
し
ま
し
た
。
招
福
苑
は
、
多
沢
の
そ

ら
に
建
っ
て
か
ら
十
五
年
目
を
迎
え
、
ま
る

で
別
荘
の
よ
う
な
た
た
ず
ま
い
で
、
朝
夕
の

招
福
苑
か
ら
浅
島
、
神
島
を
望
む
展
望
は
、

風
情
豊
か
な
景
色
を
毎
日
私
た
ち
に
見
せ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
一
度
も
苑
の
中
を

見
た
事
の
な
い
村
民
の
方
、
出
郷
者
の
皆

様
、
是
非
、
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
職

員
一
同
、
大
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

招
福
苑
は
、
現
在
十
六
名
の
お
年
寄
り

が
入
居
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
た
い

が
い
の
方
は
、「
わ
が
と
こ
か
ら
出
た
く
な

い
だ
け
ん
、
こ
こ
な
ら
い
つ
で
も
、
家
に
い

な
れ
っ
し
な
ぁ
〜
」
と
言
わ
れ
、「
ず
す
な
ぁ

に
な
ら
、
つ
れ
も
ど
ら
ぁ
わ
な
、
な
ん
ぼ
な

ん
で
も
‥
‥
な
ぁ
〜
」
と
介
護
職
員
に
、
笑

い
な
が
ら
話
す
横
顔
は
安
堵
感
に
満
ち
溢

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
は
、
今
ま

で
通
り
、
お
年
寄
り
の
方
た
ち
が
、
住
み
慣

れ
た
環
境
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

様
々
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
配
食
サ
ー
ビ
ス

等
の
提
供
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今

後
も
こ
こ
を
利
用
さ
れ
る
お
年
寄
り
の
皆

様
を
は
じ
め
住
民
の
皆
様
の
支
え
に
よ
り
、

安
定
し
た
経
営
を
維
持
継
続
し
て
い
き
た

い
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
知
夫
村
の
社

会
福
祉
活
動
が
、
今
ま
で
以
上
に
円
滑
に

推
進
で
き
る
よ
う
、
今
後
と
も
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

招
福
苑
の
入
所
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
短
期

入
所
・
配
食
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
知
夫
村

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ:

〇
八
五
一
四
─
八
─
二
二
七
〇

E-m
ail:syoufuku@

tx.m
iracle.ne.jp

招福苑の主な業務
介護事業として訪問、通所、短期入所介護、配食サービス事業等を行って
います。健康チェック、筋トレ、手芸、敬老会、クリスマス会、小学生の
慰問をはじめとしたサービス事業はお年寄りの方に大変喜んでいただいて
おります。

招福苑だより

生まれ育ったふるさとの
島のリズムでの〜んびり
ゆったりと暮らしてます

山陰合銀から
車椅子寄贈



�

変
わ
っ
た
知
夫
里
に
、
び
っ
く
り

富
山
市　

山
本　

隆
寿
（
七
十
歳
）

隠
岐
丸
で
大
江
の
港

を
離
れ
五
十
四
年
。
随

分
昔
の
事
に
な
り
ま
し

た
が
、
子
供
の
頃
は
知

夫
里
で
四
季
折
々
の
山

の
幸
、
大
麦
、
小
麦
、

薩
摩
芋
、
馬
鈴
薯
、
大

豆
小
豆
、
キ
ビ
、
ア
ワ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ソ
バ
ま

た
野
菜
作
り
、
海
の
幸
で
は
、
若
布
モ
バ
、
鰯
と
り
、

烏
賊
釣
し
て
ス
ル
メ
作
り
等
、
冬
期
間
中
に
食
べ
る

保
存
食
作
り
、
暖
房
用
の
薪
の
蓄
え
等
、
親
の
手
伝

い
を
し
て
自
給
自
足
の
様
な
生
活
は
一
時
も
忘
れ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
十
七
年
間
の
海
上
生
活
を

終
え
、
現
在
は
ボ
ケ
防
止
と
体
調
維
持
、
小
遣
い
稼

を
兼
ね
海
か
ら
山
へ
登
り
、
夏
四
月
中
旬
か
ら
十
一

月
初
旬
迄
、
日
本
で
一
番
高
い
処
に
あ
る
国
民
宿
舎

立
山
荘
で
二
、〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
自
家
発
電
と
ボ
イ

ラ
ー
設
備
の
管
理
担
当
、
冬
は
一
月
か
ら
三
月
中
迄

富
山
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
暖
房
管
理
を
や
っ
て
お

り
ま
す
。

平
成
六
年
春
に
第
六
期
生
の
同
窓
会
が
鳥
取
市
内

で
開
か
れ
た
折
に
二
十
年
ぶ
り
に
帰
省
し
大
変
変
っ

た
、
知
夫
里
に
脅
え
た
わ
い
。
毎
回
広
報
ち
ぶ
を
送

付
し
て
頂
き
楽
し
み
に
隅
々
迄
拝
読
さ
せ
て
も
ら
い
、

あ
る
程
度
変
っ
た
知
夫
里
は
想
像
し
て
い
た
つ
も
り

で
し
た
が
、
赤
禿
山
、
高
平
遠
台
、
赤
壁
、
キ
サ
ネ

浜
と
車
で
一
周
出
来
る
道
路
が
出
来
て
お
り
、
山
は

樹
木
が
無
く
禿
山
と
な
り
、
海
岸
通
り
は
セ
メ
ン
ト

で
固
め
ら
れ
、
海
は
枯
れ
、
昔
磯
遊
び
し
て
サ
ザ
エ
、

ア
サ
リ
、タ
コ
と
り
し
た
思
い
出
の
場
所
が
無
く
な
っ

て
お
り
大
変
寂
し
く
思
い
ま
し
た
。

富
山
の
方
で
は
海
山
を
守
る
為
、
毎
年
漁
業
者
、

農
林
業
者
共
同
で
植
樹
し
て
お
り
、
夏
は
全
国
各
地

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
森
林
の
雑
草
刈
と
荒

地
の
環
境
整
備
を
行
う
、
草
刈
十
字
軍
の
事
業
を

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
（
病
虫
害
殺
虫
剤
を
大
量
に
散

布
し
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
始
め
ら
れ
た
事
業
）。

現
在
は
、
知
夫
里
で
も
植
樹
に
頑
張
っ
て
い
る
様
で

す
が
、
酸
性
土
壌
に
強
い
木
を
植
え
た
ら
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
最
近
中
国
韓
国
の
発
展
に
伴
い
立
山
麓

で
も
酸
性
化
し
た
黄
砂
混
じ
り
の
雪
が

積
り
六
月
末
頃
雪
が
融
る
迄
水
は
酸
性

（
P
H
4
）
と
な
り
樹
木
の
立
枯
が
見

ら
れ
る
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
に
は
お
大
師
さ
ん
参
り

を
兼
た
同
窓
会
が
知
夫
里
で
開
か
れ
、

六
年
振
り
に
帰
省
し
ジ
ゲ
ジ
ュ
ー
ウ
の

幻
の
味
を
求
め
て

─
食
い
し
ん
坊
万
歳

兵
庫
県　

木
下　

孝
（
五
十
三
歳
）

私
が
中
学
校
卒
業
と

同
時
に
故
郷
を
離
れ
た

の
は
、
昭
和
四
十
三
年

三
月
で
す
。
高
校
・
大

学
と
進
み
、
縁
あ
っ
て

兵
庫
県
高
砂
市
の
教
員

と
な
り
ま
し
た
。

「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
、
小
・

中
学
校
の
教
員
十
五
年
、
県
教
育
委
員
会
十
六
年
を

経
て
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
高
砂
市
立
鹿
島
中
学
校

の
校
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
を
見
て
い
て
感
じ
る
こ
と
、
そ
れ
は
、

お
堂
地
蔵
尊
を
参
り
子
供
の
時
の
懐
か
し
い
故
郷
の

味
を
満
喫
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
新
設
さ
れ

た
汐
見
橋
お
松
橋
も
渡
り
、「
今
度
何
時
渡
れ
る
か

わ
か
ら
ん
だ
け
ん
」
と
、
皆
で
記
念
写
真
も
撮
り
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

最
近
こ
ち
ら
で
は
有
機
肥
料
で
栽
培
さ
れ
た
無

農
薬
作
物
が
少
々
高
価
で
も
良
く
売
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
菜
園
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
流
行
し
て
お
り

有
機
肥
料
が
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
知
夫
里
で

も
昔
は
モ
バ
、
オ
ン
ノ
キ
の
乾
燥
肥
料
を
畑
に
撒
き

作
物
栽
培
を
行
い
、
収
穫
さ
れ
た
物
は
う
ま
か
っ
た

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
乾
燥
し
た
肥
料
は
漁

業
組
合
に
渡
し
収
入
も
得
て
い
ま
し
た
。
労
力
が
あ

れ
ば
海
の
幸
豊
富
な
リ
ン
酸
ミ
ネ
ラ
ル
、
カ
リ
ウ
ム

等
、
環
境
に
優
し
い
天
然
肥
料
を
知
夫
里
の
ブ
ラ

ン
ド
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
さ
れ
た
ら
如

何
で
し
ょ
う
か
！　

古
い
考
え
か
な
？

遠
く
に
生
活
し
て
い
る
と
ど
う
し

て
も
疎
遠
と
な
り
が
ち
で
す
が
、
知

夫
里
を
忘
れ
ず
、
元
気
で
い
る
間

に
時
折
帰
省
し
、
変
っ
た
知
夫
里

を
見
た
い
も
の
で
す
。

①
我
慢
が
足
り
な
い
こ
と
、
②
規
範
意
識
に
欠
け
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
原
因
を
探
っ
て
み
る
に
、

生
徒
の
保
護
者
が
育
っ
た
の
が
昭
和
四
十
年
代
か
ら

五
十
年
代
で
あ
り
、「
物
が
豊
富
」
で
「
個
人
の
権
利
」

が
認
識
さ
れ
始
め
た
時
代
で
す
。
保
護
者
の
価
値
観

が
子
ど
も
た
ち
に
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す

が
、
こ
の
見
方
は
間
違
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

知
夫
里
で
の
生
活
は
わ
ず
か
十
五
年
だ
っ
た
の

に
、
い
つ
ま
で
も
知
夫
里
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い

の
は
何
故
で
し
ょ
う
。
年
を
経
る
に
つ
れ
て
余
計
に

そ
の
思
い
が
募
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

郡
の
高
台
に
あ
っ
た
我
が
家
か
ら
見
え
る
小
・

中
学
校
の
木
造
校
舎
、
船
が
出
入
り
す
る
郡
や
大
江

の
港
、
赤
禿
山
や
薄
毛
の
灯
台
か
ら
見
え
る
島
々
の

絶
景
等
々
、
昭
和
三
十
年
代
の
子
ど
も
の
頃
の
原

風
景
は
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
と
な
っ
て
私
の

脳
裏
に
く
っ
き
り
と
焼
き
付
い
て
い
ま

す
。

私
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
相
撲
が

大
好
き
で
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け

は
、
小
学
校
一
年
の
時
、
当
時
郵

便
局
に
勤
め
て
い
た
二
十
二
歳

年
上
の
兄
一
富
（
松
江
市
在
住
）

に
連
れ
ら
れ
て
、島
に
唯
一
あ
っ

た
灯
台
の
テ
レ
ビ
で
相
撲
を
見

た
こ
と
か
ら
や
み
つ
き
に
な
り

ま
し
た
。
翌
三
十
五
年
三
月
場

所
の
千
秋
楽
、
栃
錦
・
若
ノ
花

の
史
上
初
の
全
勝
決
戦
も
、
手

に
汗
握
っ
て
見
て
い
た
こ
と
を

昨
日
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
、
学
校
で
四
時
か
ら
テ

レ
ビ
放
送
を
見
せ
て
く
れ
た
の
で
、

地
の
利
を
生
か
し
て
毎
日
見
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。
今
で
も
、
大
阪
場
所
を

見
に
行
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
「
田
舎
の
味
・
お
ふ
く
ろ
の
味
」

と
い
え
ば
、「
せ
ん
た
ま
ま
」
で
す
。
真
冬
の
海
苔

つ
み
の
合
間
に
起
こ
し
た
「
せ
ん
た
」
で
、
母
ち
ゃ

ん
が
作
っ
て
く
れ
た
炊
き
込
み
ご
飯
が
大
好
物
で
し

た
。
み
な
さ
ん
は
そ
の
味
を
覚
え
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
ま
だ
数
年
先
の
話
で
す
が
、
退
職
し
た
ら
「
幻

の
味
」
を
求
め
て
、「
せ
ん
た
」
の
美
味
し
い
頃
に

知
夫
里
に
帰
省
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
退
職
後
の
楽
し
み
と
し
て
秘
か
に

考
え
て
い
る
の
が
、
旧
暦
の
三
月
二
十
一
日
の
お
大

師
さ
ん
参
り
で
す
。
四
月
の
う
ら
ら
か
な
春
の
日
を

浴
び
て
、
れ
ん
げ
・
た
ん
ぽ
ぽ
・
山
つ
つ
じ
の
咲
く

田
舎
道
を
歩
き
な
が
ら
、
懐
か
し
い
人
と
の
触
れ
合

い
や
郷
土
の
味
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
の
心
の
歌
・
思
い

「ふるさとの山に向かいていうことなし、
　　   ふるさとの山はただありがたきかな」
　　　　　　　　  　　（石川啄木）

出
の
歌
─
知
夫
中
学
校
応
援
歌
を
書
い
て
み
ま
す
。

一
度
口
ず
さ
ん
で
み
て
下
さ
い
。

一
、
赤あ

か
は
げ禿

山さ
ん

下か

に
翻

ひ
る
が
える　

深し
ん

紅く

の
旗は

た

の
波な

み

の
下も

と

　
　

雄お

叫た
け

び
高た
か

く
轟
と
ど
ろ
きて　

知
夫
中
健け
ん

児じ

意い

き気
高た
か

し

二
、
鍛き
た

え
し
鉄て
つ
わ
ん腕
健け
ん
き
ゃ
く
脚
を　

現
あ
ら
わ
す
時と
き

は
今い
ま

な
る
ぞ

　
　

歓か
ん

呼こ

の
嵐
あ
ら
し

連れ
ん
し
ょ
う
勝
に　

知
夫
中
健け
ん

児じ

万ば
ん
ば
ん
ざ
い

々
歳

迷
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

横
浜
市　

安
藤　

直
美
（
五
十
五
歳
）

私
は
現
在
横
浜
に
住

み
、
戸
塚
区
役
所
地
域

振
興
課
生
涯
学
習
支
援

セ
ン
タ
ー
で
勤
務
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
の
仕

事
は
、
地
域
住
民
の
生

き
が
い
作
り
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
窓
口
的
仕
事
で
す
。
今
年
は
、
団
塊
世
代
の

方
が
大
勢
定
年
退
職
す
る
た
め
、地
域
デ
ビ
ュ
ー
を
、

第
二
の
人
生
の
選
択
肢
の
一
つ
に
し
て
も
ら
う
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
知
夫
出
身
で
、

本
土
で
定
年
を
迎
え
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
定
年
後
の
生
き
方
を
思
案
す
る
と
き
、「
故
郷

の
知
夫
里
で
余
生
を
送
り
た
い
」
と
考
え
る
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
知
夫
で
生
ま
れ
育
っ

た
人
な
ら
誰
も
が
故
郷
の
念
を
抱
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
私
自
身
ど
こ
に
い
て
も
心
の
ど
こ
か
に
原
風
景

で
あ
る
知
夫
里
が
あ
り
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ

友
や
、
隣
近
所
の
人
た
ち
、
春
に
は
山
で
山
椒
や
わ

ら
び
を
採
り
、
夏
に
は
夕
涼
み
を
兼
ね
て
カ
ン
コ
で

艪
を
こ
ぎ
、
イ
カ
釣
り
に
行
き
、
海
に
潜
っ
て
さ
ざ

え
を
獲
り
、
秋
に
は
山
で
た
な
ご
や
あ
け
び
採
り
、

冬
に
は
波
加
島
で
岩
の
り
を
摘
み
に
…
。
都
会
の
喧

騒
の
中
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
田
舎
が
妙
に
恋
し

く
な
り
、
夏
の
盆
に
は
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
も
苦
に
せ
ず

知
夫
に
帰
り
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。
し
か
し
、

余
世
を
ず
っ
と
田
舎
で
暮
ら
す
こ
と
に
は
不
安
を
感

じ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
U
タ
ー

ン
で
き
な
い
理
由
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
し
ょ
う
が
、
一

つ
に
は
大
病
し
た
時
に
入
院
で
き
る
病
院
が
知
夫
里

に
は
な
い
こ
と
や
、
生
き
甲
斐
と
な
る
何
か
が
見
つ

か
ら
な
い
こ
と
が
要
因
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

東
京
に
も
知
夫
里
会
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
参

加
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
次
回
は
参
加
し
て
、
知

夫
里
で
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
つ
い
て
、
知
夫
里
弁

で
語
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

立山荘案内板前で

立山黒部アルペンルート
（雪の高さ20m）
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特 別 会 計
国民健康保険特別会計
診 療 所 事 業 特 別 会 計
歯 科 診 療 所 特 別 会 計
老人保健医療特別会計
簡 易 水 道 特 別 会 計
下 水 道 特 別 会 計

計

135,760
94,417
19,715
138,544
34,940
51,358
474,734

千円

歳出

依存財

源

歳入

自主財源

【目的別の歳出内訳】

議会費
24,755千円（2.47％）

衛生費
42,999千円
（4.28％）

労働費
7千円（0.00％）

農林水産業費
41,521千円（4.14％）

商工費
24,083千円（2.40％）

消防費
29,026千円
（2.89％）

教育費
49,320千円
（4.91％）

公債費
215,001千円
（21.42％）

諸支出費
87,231千円（8.69％）

予備費
5,926千円（0.59％）

災害復旧費
16千円（0.00％）

土木費
180,581千円
（17.99％）

総務費
166,545千円
（16.59％）

民生費
136,601千円
（13.61％）

村税
48,776千円（4.86％）

地方交付税
681,013千円
（67.86％）

その他
54,439千円
（5.42％）

その他
54,439千円
（5.42％）

その他
19,127千円（1.91％）

県支出金
100,879千円
（10.05％）

国庫支出金
20,278千円
（2.02％）

「依存財源その他」の内訳
地方譲与税 9,900
利子割交付金 289
配当割交付金 75
株式譲渡所得割交付金 311
地方消費税交付金 4,000
自動車取得税交付金 4,000
地方特例交付金 552

村債
79,100千円（7.88％）

自主財源
わずか

10.28％

「自主財源その他」の内訳
分担金及び負担金 13,397
使用料及び負担金 20,810
財産収入 232
寄付金 300
繰入金 0
繰越金 10,000
諸収入 9,700

（千円）

（千円）

村単独生き残り自立予算

10億361万円
平成19年度
一般会計当初予算

［昨年度より6,755万円の減］

●村民1人当たりの歳出予算額

　1,403,650円
●村民1人当たりの借金の返済額

　    300,700円

主な事業
千円

●村道長尾線橋梁改修工事 75,431

●仁夫里団地改修工事 　49,208

●離島漁業再生支援事業 　10,054

総務費 166,545 千円
一般・人事・財産管理・消防・企画・徴税・広報・選挙・統計・開発センターなど

民生費 136,601 千円
社会福祉・高齢者福祉・国民年金・児童福祉・保育所・戸籍・乳幼児医療など

衛生費 42,999 千円
衛生総務・生活習慣病対策・母子保健・診療所・歯科・環境衛生など

41,521 千円
農業委員会・畜産・農業振興・林業・水産振興など

商工費 24,083 千円
商工総務・振興・観光・公園・自然環境など

議会費 24,755 千円
議員・事務局職員人件費、議会運営費など

土木費 180,581 千円
土木・道路新設改良・維持・河川管理・港湾管理・下水道・簡易水道・ゴミ・し尿処理など

消防費 29,026 千円
非常備消防・水防・消防施設維持など

教育費 49,320 千円
教育委員会・学校管理・教員住宅・社会教育・文化財保護・公民館など教育委員会・学校管理・教員住宅・社会教育・文化財保護・公民館など

公債費 215,001 千円
村債（借金）の元金・利子の返済・一時借入金利子など

93,164 千円
雇用対策・中小企業・基金への積み立て・不測の支出に備えての費用など

農林水産業費 労働費、災害復旧費、諸支出金、予備費

予
算
審
査
特
別
委
員
長

並
河　

広
忠

一
、
平
成
十
九
年
度
各
種
会
計
予
算
は
地
方
交

付
税
抑
制
の
中
、
行
財
政
改
革
並
び
に
職
員

の
経
費
節
減
等
に
よ
り
村
単
独
の
生
き
残
り

を
か
け
た
行
財
政
運
営
の
努
力
に
対
し
、
深

く
敬
意
を
表
す
る
。

二
、
住
民
と
の
情
報
公
開
の
中
で
説
明
責
任
を

明
確
に
行
い
、
住
民
に
地
域
課
題
を
真
摯
に

考
え
て
も
ら
い
相
互
間
の
地
域
力
を
養
い
、

住
民
と
の
協
働
の
質
を
高
め
、
発
展
的
村
づ

く
り
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

三
、「
経
済
活
動
な
き
所
に
人
住
ま
ず
」
の
言

葉
の
と
お
り
ホ
テ
ル
経
営
等
を
は
じ
め
と
し

て
の
行
政
が
経
営
手
腕
を
習
得
し
、
収
益
産

業
の
発
展
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

四
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
収
益
産
業

へ
の
参
画
に
必
要
な
役
場
職
員
、
住
民
の
投

資
的
能
力
の
育
成
を
要
望
す
る

［
ホ
テ
ル
経
営
に
つ
い
て
］

経
営
は
、
職
員
他
関
係
者
の
ご
支
援
、
努
力

に
よ
り
改
善
方
向
に
あ
り
、
赤
字
額
は
、
十
六

年
度
千
二
百
万
円
、十
七
年
度
五
百
四
十
万
円
、

十
八
年
度
見
込
二
百
万
円
と
な
り
、
収
支
均
衡

ま
で
あ
と
一
歩
の
努
力

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
経
営
努
力
と

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

ホ
テ
ル
存
続
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

予算審査
報告
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島の子供達が都会での生活の中で、も
のおじしないようにと、バレーボールを
学校教育に取り入れた光慶氏。氏の志は
代々指導者に引き継がれ、今では、バレー、
テニス、レスリング等、県や全国大会で
活躍するたくましい知夫健児が育ってい
ます。四季の彩りを奥さんと一緒に楽しみ
ながら、夫婦ともども遠くで活躍される教
え子に想いを馳せながら暮らしています。

奥
本　

勝
海

　

保
護
者　

重
勝

横
畑
進
次
朗

　

保
護
者　

英
樹

仲
野　

利
朗	

大
江

鹿
島　

隆
夫	

多
沢

矢
田　

剛
俊	
郡

山
本　
　

幸	
大
阪
市

山
根　

雅
広	

多
沢

金
澤　

康
子	

大
阪
府

横
川　
　

洋	

多
沢

角　

ゆ
か
り	

出
雲
市

土
居　

次
郎	

愛
媛
県
宇
和
島
市

鹿
島　
　

恵	

大
江

濱
名　

昭
弘	

尼
崎
市

並
河
美
由
岐	

郡

堂
下　
　

修	

多
沢

細
田　
　

愛	

松
江
市

細
木　

昌
平	

松
江
市

並
河　
　

愛	

郡

編

集

後

記

ニ
�
�
フ
�
イ
ス

四
月
か
ら
役
場
の
教
育
委
員
会
に

配
属
に
な
り
ま
し
た
「
直な
お

ち
ゃ
ん
」
こ

と
福
山
直
人
君
。

モ
ッ
ト
ー
は
「
明
る
く
大
ら
か
に

生
き
る
こ
と
」。
島
に
帰
り
、
中
学
、

高
校
と
鍛
え
た
バ
レ
ー
の
技
を
コ
ー

ト
い
っ
ぱ
い
元
気
に
披
露
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
村
づ
く
り
の
ニ
ュ
ー
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
頑
張
れ
！　

直
ち
ゃ
ん
。」

皆
様
の
温
か
い
ご
意
見
の
も
と
、

昨
年
に
続
き
島
根
県
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
に
入
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

知
夫
広
報
は
、
出
郷
者
の
方
を
は
じ

め
多
く
の
方
に
ふ
る
さ
と
の
情
報
公

開
を
通
じ
な
が
ら
、
皆
様
の
貴
重
な

意
見
を
い
た
だ
く
中
で
、
皆
様
が
一

年
〳
〵
を
心
豊
か
に
生
き
抜
い
て
い

か
れ
る
よ
う
な
内
容
の
広
報
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

敷
島
の
大
和
心
を
人
問
は
ば

　

朝
日
に
匂
う
山
桜
花

本
居
宣
長
は
、
日
本
人
の
美
し
い

心
を
桜
の
花
に
た
と
え
て
詠
い
ま
し

た
。
心
豊
か
で
美
し
い
村
、
知
夫
村
。

皆
様
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
山
本
）

直
通
電
話
〇
八
五
一
四
─

八
─

九
〇
一
三

E
-m
ail:chisen@

chibu.jp

戸
籍
コ
ー
ナ
ー�

（
太
字
は
村
内
在
住
者
・
敬
称
略
）

平
成
19
年
1
月
1
日
〜
平
成
19
年
4
月
30
日
届
出
分

金
一
封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

仲
濱　

昭
世
（
境
港
市
）

仲
濱　

安
江
（
米
子
市
）

山
本　

隆
寿
（
富
山
市
）

藤
井
喜
久
江
（
出
雲
市
）

知
夫
中
学
校
卒
業
生
第
十
六
期
生

広
報
郵
送
料
の
お
礼

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
す
こ
や
か
に

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

や
す
ら
か
に

心
か
ら
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

永谷　仁・マリ
麗華・瑞樹・優華・幸絹

Ｉターン紹介

“火の国熊本より”
永谷さんご一家（大江）

大自然を求め「火の国、熊本」より越してきて、早
くも 1年が経とうとしています。知らない土地、離島
ということに不安もありましたが少しずつ知夫里の生
活に慣れてきているところです。
まず、何でも手作りという事に驚きました。品物は
買い、使い捨てが当たり前だった生活から一転し、一
つ一つの物を大切にし、工夫し活用する、我慢する事
を改めて感じています。この様な生活が習慣となり、
考える力、我慢する力が身に付けば良いなと思います。
また、海に山に風習にと、未経験の事ばかりですが、
見よう見まねで出来る事から少しずつ始めています。
これも周囲の方々の気遣い、協力、指導があっての事
と感謝しています。
そして、人情豊かで、和気あいあいとしたこの知夫
里島に住むことで、ほのぼのとした穏やかな心、思い
やりのある優しい心が育つと思いました。
これからも、島の生活を教わり、自然とふれ合い、
いろいろな事を学びながら楽しく過ごしていきたいと
思います。
まだまだ、分からない事が沢山ありますが、これか
らも親子共々よろしくお願いします。

福山　直人
（24歳）

林　
　

名
望

◉
歯
科
医
師

夫婦そ
ろって88歳！！

渡部光慶・茂子ご夫妻

島で暮らして数日ですが、
島の皆さんに本当に良くし
ていただいています。
ずっと前から住んでいるよ
うな気がします。

横
田　

和
久

◉
内
科
医
師

心温まる素敵な島。
知夫の自然は素晴らし
いですね。知夫ならで
はの楽しい遊び教えて
ください。

四
月
か
ら
新
し
い
先
生
が

赴
任
し
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

一宮神社神社境内地
「後醍醐天皇お腰掛の石」
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山本　明里さん

江川こずえさん

川本　和伽さん

木村　千晶さん

矢田　菜奈さん

木村　昌太くん

古谷　　斎さん

安藤　優希くん

宮岡　将司くん

南家　夕子さん

１
中
学

年
生

敷　　貴久くん

渡辺　裕貴くん

永谷　瑞樹くん

６
小
学

年
生

加藤　勇輝くん

木村　昌也くん

山田　裕太くん

３
小
学

年
生

口村　雄大くん

川口　　淳くん

２
小
学

年
生

徳若　亜未さん

永谷　麗華さん

田上　　藍さん

山田　真奈さん

佐々木智幸くん

山本　梨乃さん

安藤　　洸くん

川本　息生くん

２
中
学

年
生

３
中
学

年
生

濱　　拓人くん

４
小
学

年
生

小新　好輝くん

口村　詩乃さん

矢田　涼一くん

木村　晶乃さん

南家　岳史くん

江川　貴大くん

渡辺　涼太くん

　

山
上
憶
良
は
�

子
は
無
上
の
宝
で
あ
る
と
し
て

﹁
ま
さ
れ
る
た
か
ら

　
　
　

こ
に
し
か
め
や
も
﹂

と
詠
み
ま
し
た
�

　

知
夫
の
宝
を
紹
介
し
ま
す
�

野田　郁実くん能海　堅斗くん

木村　千尋さん

野田　正樹くん

１
小
学

年
生

５
小
学

年
生

口村　彩乃さん

江川　美帆さん

安藤　　稜くん

佐々木　航くん

小新　友葵さん 木村　幸昌くん

上仲真奈未さん

永谷　優華さん

高田　　翼くん

堂下　湧斗くん

渡辺　陸斗くん

金田　茉奈さん


